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はじめに : 歩行障害、認知症などの症状を示す高齢者の特発性正常圧水頭症(iNPH)と鑑別すべ

き疾患の中には、アルツハイマー病、前頭側頭葉変性症 (FTLD)、パーキンソン病

関連疾患などの神経変性疾患があります。iNPH は脳室腹腔短絡術により治療する

ことが可能であるので、早期に神経変性疾患と鑑別可能な髄液マーカーが求められ

てきました。新井、宮嶋らは、iNPH の脳脊髄液中に leucine-rich alpha-2-glycoprotein 
(LRG)が高濃度に存在していることを同定し、その測定が iNPH の鑑別に有用であ

ると報告しています。 
  本抗体は、ラット脈絡叢細胞と上衣細胞の cilia を特異的に染色することができま

す。 
 
免疫抗原 : Rat LRG の部分合成ペプチド (LVLRENQLQEASARWLQG) 
 
精製方法 : 抗原ペプチドによる特異精製 
 
包装形態 : 1 % BSA、0.05 % NaN3含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加(この時濃度は 100 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2 ～ 8 °C 保存 5 年間安定 
安定性 : 溶解後 –20 °C 保存 2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 1～5 μg/mL にて使用可能 
使用方法  (ホルマリン固定・パラフィン包埋切片、前処理なし) 
  蛍光染色 1～5 μg/mL にて使用可能 
  (凍結切片 30 μm スライス、2 次抗体 Alexa488) 
 : ウエスタン・ブロッティング 1～5 μg/mL にて使用可能 
   
特異性 :  Rat LRG に特異的。 
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